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１．経営成績 

(１) 経営成績に関する分析 
  ①当連結会計年度の経営成績 

(単位：百万円) 

 前連結会計年度 当連結会計年度 
増減率 
（％） 

売 上 高 15,037 15,553 3.4

営 業 利 益 354 541 52.9

経 常 利 益 393 561 42.9

当期純利益 247 324 31.0

 

当連結会計年度におけるわが国経済は、政府及び日銀の経済政策を背景に、企業収益や雇用情勢に改善の動きが見られ

るなど、緩やかな回復基調で推移いたしました。 

一方で、個人消費の持ち直しの動きに遅れが見られ、また中東産油地域における地政学的リスクや、中国における経

済成長の減速など、依然として不透明な状況で推移いたしました。 

このような状況の中、当社グループは、４月に「ファベックス２０１５」、７月には「インターフェックスジャパン」、

１０月には「ジャパンパック２０１５」に出展し、来場される食品・医薬品メーカー様へ当社独自製品をご案内し拡販

に努めてまいりました。 

また、「JAPAN PACK AWARDS ２０１５」においては、当社の易開封技術「直進くん®」が『独創技術賞』を受賞いたしま

した。 

当期においては新製品としてレトルト食品の充填性を高める液体包装フィルム「マルトップ®ML-R」を紹介させて頂き

ました。ご好評いただいております包装内の湿度を調節できる「吸湿フィルム」につきましても、引き続き拡販を進め

ております。 

当社グループは、経営理念であります「お客様第一主義」を実践するべく、消費者の皆様の立場に立って、袋の開封し

易さを向上させることに取り組み、また、食品・医薬品などのメーカーのお客様の生産効率アップにもお役に立つため、

全社一丸となって取り組んでまいりました。 

この結果、売上高 155 億５千３百万円（前期比 3.4％増）、営業利益５億４千 1 百万円（前期比 52.9％増）、経常利益

５億６千１百万円（前期比 42.9%増）、当期純利益３億２千４百万円（前期比 31.0％増）となりました。 

 

製品別の業績は次のとおりであります。 

（複合フィルム） 

  当連結会計年度は、弊社独自製品の「マルトップ®ＭＬシリーズ」および「吸湿フィルム」のほか、スタンドジップ袋

など付加価値の高い製品の拡販と、海外の新規取引先の開拓も寄与して、前連結会計年度に比べて売上高は５億６千 1

百万円増加し 103 億７百万円（前期比 5.8％増）となりました。 

 

（単体フィルム） 

  当連結会計年度は、国内医薬品メーカー向けのフィルムは堅調に推移いたしましたが、パンなど軽包装用が減少し、前

連結会計年度に比べて売上高は３百万円減少し 13 億２千３百万円（前期比 0.3％減）となりました。 
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（容    器） 

  当連結会計年度は、香港向けの食品容器が好調に推移したほか、国内ではみそ容器や漬物容器、納豆容器の販売が堅調

に推移し、前連結会計年度に比べ売上高は１億６千４百万円増加し、13 億５千９百万円（前期比 13.7％増）となりまし

た。 

 

（そ の 他） 

当連結会計年度は、前期好調であった海外の回転寿司チェーン向けの機械の輸出が減少しました。国内において大型

の給袋式充填包装機の販売がございましたが、前連結会計年度に比べ売上高は２億６百万円減少し、25 億６千３百万円

（前期比 7.5％減）となりました。 

 

②次期の見通し 

 次期の見通しにつきましては、国内景気についてはＧＤＰの成長鈍化が報道されるなか、原油価格も需給バランスな

どにより、下期には上昇するものと思われ予断を許さない状況が続くものと考えております。また、為替相場につきま

しても、一昨年来の円安傾向から円高傾向に変化してきており、先行きは不透明であります。 

 このような状況のもと、収益の維持拡大のために、販売面では、海外のパッケージング展示会「KOREA PACK 2016」を

はじめ、国内外の展示会へ積極的な出展をおこない、新製品の、分割包装フィルム「まぜるっちゃん」のほか、「直進く

んⓇ」、「マルトップⓇＭＬシリーズ」、「吸湿フィルム」などの特長のある当社独自製品のご提案をさせて頂き、引き続き

拡販に努めてまいります。 

また、容器・包装機械・検査機器・物流機器などのほか、パッケージデザイン提案などにつきましても、お客様の立

場に立ってご提案をさせて頂きます。 

技術面では、新製品の開発および弊社独自製品の改良をおこない、お客様のご要望にお応えしお役に立てるよう付加

価値の高い製品を創造してまいります。 

生産面では、グループ全体の工場稼動の効率化と原価低減をさらに進め、外部協力先とも連携して市場での競争に打

ち勝つ納期・品質・価格を実現していかなければならないと考えております。 

 次期の業績と致しましては、売上高１６０億円、営業利益６億円、経常利益６億２千万円、親会社株主に帰属する当

期純利益４億円を見込んでおります。 

（２）財政状態に関する分析 

  ①資産、負債及び純資産の状況 

当連結会計年度末の総資産は、118 億７千５百万円となり、前連結会計年度と比較して１億３千９百万円の増

加となりました。これは主に、現金及び預金の増加額が受取手形及び売掛金の減少額を上回ったことによるもの

であります。 

負債につきましては、75 億２千４百万円となり、前連結会計年度と比較して１億１千６百万円の減少となりま

した。これは主に、借入金の返済や支払手形及び買掛金、未払金の減少額が電子記録債務及びリース債務の増加

額を上回ったことによるものであります。 

純資産につきましては 43 億５千万円となり、前連結会計年度と比較して２億５千６百万円の増加となりまし

た。これは主に、利益剰余金が増加したことによるものであります。 
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②キャッシュ・フローの状況 

                                        （単位：百万円） 

 前連結会計年度 当連結会計年度 

営業活動によるキャッシュ・フロー 603 700

投資活動によるキャッシュ・フロー △251 △148

財務活動によるキャッシュ・フロー △271 △267

現金及び現金同等物の期末残高 1,656 1,932

 

当連結会計年度における現金及び現金同等物の連結会計年度末残高は、期首残高より２億７千６百万円増加し 19

億３千２百万円となりました。 

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

当連結会計年度における営業活動によるキャッシュ・フローについては、主に減価償却費や税金等調整前当期純利

益の増加による収入が売上債権の増加による支出を上回り、７億円の増加（前連結会計年度比９千６百万円増）とな

りました。 

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

当連結会計年度における投資活動によるキャッシュ・フローについては、主に有形固定資産の取得による支出によ

り１億４千８百万円の減少（前連結会計年度比１億２百万円増）となりました。 

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

当連結会計年度における財務活動によるキャッシュ・フローについては、主に長期借入金の返済による支出により

２億６千７百万円の減少（前連結会計年度比４百万円増）となりました。 

 

  キャッシュ・フロー関連指標の推移 

 平成 24 年
2月期 

平成 25 年
2月期 

平成 26 年
2月期 

平成 27 年 
2 月期 

平成 28 年 
2 月期 

自己資本比率（％） 33.7 36.2 35.1 34.8 36.6 

時価ベースの自己資本比率（％） 14.8 15.7 17.4 16.5 16.3 

債務償還年数（年） 9.0 6.7 4.2 4.4 3.6 

インタレスト・カバレッジ・レシオ（倍） 17.0 23.3 40.6 33.4 39.6 

  自己資本比率（％）：自己資本／総資産 

  時価ベースの自己資本比率（％）：株式時価総額／総資産 

  債務償還年数（年）：有利子負債／営業キャッシュ・フロー 

  インタレスト・カバレッジ・レシオ：営業キャッシュ・フロー／利払い 

  （注）1.各指標は、いずれも連結ベースの財務数値により計算しております。 

     2.株式時価総額は、期末株価終値×期末発行済株式総数（自己株式控除後）により算出しておりま

す。 

     3.営業キャッシュ・フローは、連結キャッシュ・フロー計算書の営業活動によるキャッシュ・フ

ローを使用しております。有利子負債は、連結貸借対照表に計上されている負債のうち利子を

支払っているすべての負債を対象としております。また、利払いについては、連結キャッシュ・

フロー計算書の利息の支払額を使用しております。 

（３）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当 

    当社グループは、利益配分については、企業体質の強化と積極的な事業展開を図るために必要な内部留保の確

保と安定配当の継続を基本としております。 

    当期の配当につきましては、当社をとりまく環境が依然として厳しい折から、期末配当として１株当たり２円

を予定しております。 

    次期の配当につきましては、期末配当として１株当たり２円を予定しております。 
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２．企業集団の状況 

  当社及び子会社３社は、包装資材（複合フィルム及び単体フィルム）の製造販売並びに包装資材（複合フ

ィルム、単体フィルム及び容器等）の仕入販売を主な事業内容としております。 

当社グループの事業における当社及び関係会社の位置づけは、次のとおりであります。 

 

香港包装器材中心有限公司……単体フィルム及び容器等の香港及び中国地区における販売を主な事業内容と

しており、製商品の大部分は当社より購入しております。 

丸 東 印 刷 株 式 会 社……当社の複合フィルム製造の製袋工程の一部を担当しております。 

MARUTO(THAILAND)CO.,LTD.……タイ王国にて、包装資材の仕入れ販売と輸出入を行っております。 

久 光 製 薬 株 式 会 社……医薬品の製造・販売を主な事業内容としており、複合フィルム、単体フィル

ム及びその他の包装資材を当社より購入しております。 

凸 版 印 刷 株 式 会 社……情報・ネットワーク系事業、生活環境系事業及びエレクトロニクス系などの幅広い事

業活動を展開しており、当社と複合フィルム及び単体フィルム等の仕入販売及び複

合フィルム製造工程の一部の外注加工を行っております。 

 

  事業の系統図は、次のとおりであります。 

 

 

 

 

得       意       先 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      久光製薬（株）          香港包装器材     MARUTO(THAILAND)         

中心有限公司     CO.,LTD.       

 

 

        製品       製品        製品     商品     製品 

        商品       商品        商品       商品 

 

                  

                                        

                          製 品        
 
凸版印刷（株） 

                           外注加工 
                            商 品 

当           社                                      

外注加工 
 

                                     外注加工 

丸東印刷（株） 

                      

 

 

 (注)     連結子会社       その他の関係会社            
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３．経営方針 

(１) 会社経営の基本方針 

当社グループは、「お客様第一主義」を基本理念とし、包装の機能を高め続けることで人類の豊かな生活に貢

献することが使命であると考えています。 

   

（２）目標とする経営指標 

    当社グループは、経営方針に基づき安定的かつ持続的な成長と利益の確保を経営目標としております。 

 

（３) 中長期的な会社の経営戦略及び対処すべき課題 

国内経済は、政府及び日銀の経済政策により、緩やかな回復傾向が報道等で言われておりますが、一昨年の消

費増税以降は、消費者の購買行動が慎重になるなど、個人消費の回復には停滞感もあり、先行きは不透明であり

ます。 

また、原油価格は、需給バランス及び為替レートや地政学的リスク等により、今後も不安定な状況で推移する

ことが予想されます。石油化学製品である樹脂やフィルム等を主材料としている当社及び当社の属する業界は、

今後も予断を許さない状況が続くものと考えております。 

このような状況下で、収益の維持拡大のためには、販売面では当社独自の技術を駆使した製品で、お客様のお

役に立つことが必須であると考えております。また、海外の販売子会社については、現地企業のお客様はもちろ

ん海外進出される日系企業のお客様にも販売を強化してまいります。生産面ではグループ全体での工場稼働率の

向上と、原価低減を行い、市場での競争に打ち勝つ納期・品質・価格を実現していかなければならないと考えて

おります。 

今後は、安定した利益体質を基本とした事業展開を図るため、今年新発売した分割包装フィルム「まぜるっち

ゃん」、「直進くん○R」や「マルトップ○R ML シリーズ」、「吸湿フィルム」をさらに工夫して販売を強化し、包装に

要求される機能に対応した製品の開発につとめて、持続的成長をできる経営基盤を築いてまいります。 

 

４.会計基準の選択に関する基本的な考え方 

当社グループは、日本基準を採用しておりますが、ＩＦＲＳ（国際会計基準）については、今後も制度動向等

を注視し、適切に対応してまいります。 
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（５）連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

   該当事項はありません。 
 
（連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項） 
１．連結の範囲に関する事項 

  (1) 連結子会社 

連結子会社は、香港包装器材中心有限公司及び丸東印刷株式会社並びにMARUTO（THAILAND）CO.,LTD.の３社であり

ます｡  

  (2) 非連結子会社 

    該当ありません。 

 ２．持分法の適用に関する事項 

   非連結子会社及び関連会社がないため、該当ありません。 

 ３．連結子会社の事業年度等に関する事項 

丸東印刷株式会社の決算日は、連結決算日と一致しております。 

香港包装器材中心有限公司及びMARUTO(THAILAND)CO.,LTD.の決算日は、12月31日であります。連結財務諸表の作

成にあたっては、同日現在の財務諸表を使用し、連結決算日との間に生じた重要な取引については、連結上必要

な調整を行うこととしております。 

 

（会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示） 

(退職給付に関する会計基準等の適用) 

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」という。）

及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成27年３月26日。以下「退職

給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた定め

について当連結会計年度より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見込額の期間帰

属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更するとともに、割引率の決定方法を従業員の平均残存勤務期間

に近似した年数に基づく割引率から退職給付の支払見込期間及び支払見込期間ごとの金額を反映した単一の加

重平均割引率を使用する方法に変更しております。 

退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当連結会

計年度の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加減しており

ます。 

この結果、当連結会計年度の期首の退職給付に係る負債が3,828千円増加し、利益剰余金が3,828千円減少して

おります。また、当連結会計年度の営業利益、経常利益及び税金等調整前当期純利益に与える影響は軽微であり

ます。 

 

（セグメント情報） 

前連結会計年度（自 平成 26 年 3月１日 至 平成 27 年 2月 28 日） 

  当社グループは、包装資材事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。 

 

当連結会計年度（自 平成 27 年 3月１日 至 平成 28 年 2月 29 日） 

  当社グループは、包装資材事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。 
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（１株当たり情報） 

項  目 

前連結会計年度 

（自 平成 26 年 3月 1 日 

   至 平成 27 年 2 月 28 日） 

当連結会計年度 

（自 平成 27 年 3月 1 日 

    至 平成 28 年 2 月 29 日） 

１株当たり純資産額 257 円 42 銭 273 円 83 銭

１株当たり当期純利益 15 円 58 銭   20 円 42 銭

 潜在株式調整後1株当たり当期純利益に

ついては、潜在株式が存在しないため、

記載しておりません。 

潜在株式調整後1株当たり当期純利益に

ついては、潜在株式が存在しないため、

記載しておりません。 

 

（注）算定上の基礎 

 １．１株当たり純資産額 

 
前連結会計年度 

（平成 27 年 2月 28 日） 

当連結会計年度 

（平成 28 年 2月 29 日） 

純資産の部の合計額（千円） 4,094,806 4,350,878

普通株式に係る純資産額（千円） 4,087,266 4,347,447

差額の主な内訳（千円） 

 少数株主持分 7,540 3,430

普通株式の発行済株式数（株） 15,902,500 15,902,500

普通株式の自己株式数（株） 24,954 26,104

１株当たり純資産額の算定に用いら
れた普通株式の数（株） 15,877,546 15,876,396

 

 ２．１株当たり当期純利益 

  

前連結会計年度 

（自 平成 26 年 3 月 1 日 

    至 平成 27 年 2 月 28 日） 

当連結会計年度 

（自 平成 27 年 3 月 1 日 

    至 平成 28 年 2 月 29 日） 

当期純利益（千円） 247,447 324,138

普通株式に係る当期純利益（千円） 247,447 324,138

普通株主に帰属しない金額（千円） ― ―

普通株式の期中平均株式数（株） 15,878,573 15,876,900

 

 

（重要な後発事象） 

該当事項はありません。 
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６．その他 

（１）役員の異動（平成 28 年５月 27 日付予定） 
①代表者の異動 
  該当事項はありません。 

 
②その他の役員の異動 
１．新任取締役候補 
   該当事項はありません。 
 

    ２．退任予定取締役 
       取 締 役      平 山 正 廣 （現 技術担当） 
      
    
（２）その他 
   該当事項はありません。 
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